
主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構香川支部
ポリテクセンター香川 生産性向上人材育成支援センター
ＴＥＬ ０８７－８６７－６７２８ FAX ０８７－８６７－６７１３

令和８年

１１月１１日（水）
9:30～16:30

JEED香川 生産性

【会場】 ポリテクセンター香川

【対象者】 管理者層

【定員】 １６名

【申込締切】令和８年１０月２８日（水）

受講料
１名につき

3,300円
（税込）

－講師紹介－

株式会社タナカサトル技術支援

代表取締役 田中 覚
大手メーカーにおいてものづくり全般（新製品開
発、業務改善、独立採算制、コストダウン）など
に従事。技術士（機械部門）取得。

主体性の向上と業務の可視化・問題解決手法を用
いた支援で成果を挙げている。

－コースの特長－
・利益率の向上を目的として、経理部門が取り扱
う原価管理ではなく、現場から継続してコストダ
ウンを行う方法を学ぶ。購入品の値下げや省エネ
だけでなく、日々の業務から可視化手法によりム
ダ、問題点を浮き彫りにし、労務費や使用材料の
削減を図る。さらに、作業削減により生産性を向
上し人手不足対策の相乗効果を図る。

・やらされでなく主体的に取り組む組織づくりに
ついて学ぶ。

・IE手法については活用できるポイントを抽出し
て学ぶ。

生産性向上支援訓練のご案内

低コスト化と生産性向上を目指して、原価管理をコスト（費用削減）と生産
性（業務効率向上）の２軸で捉え、企業収益向上のポイントを習得する。

－コース内容－

■ 原価管理とは
⑴原価管理の基礎知識

継続的な費用削減のため、さまざまな要素や
その割合があることを学ぶを学ぶ。

⑵ムダの見える化
生産活動全体のムダの見つけ方を事例から学び
職場のムダを考える。

■コスト削減
⑴コスト削減への取り組み

生産性向上のために、従業員の主体性やエンゲー
ジメントを高める組織づくりについて学ぶ。

⑵ムダとり
ムダ削減のため、問題の原因から対策・評価
までの手法を学ぶ。

■IE手法による標準時間設定方法
⑴IE（Industrial Engineering）とは

IE７つ道具の概要と現場での改善事例を学ぶ。
⑵効果が高く継続できるIE活用【演習あり】

職場のムダをグループで分析し対策を話し合う。
⑶コスト削減活動のポイント

改善のための設備投資と費用対効果を事例で学ぶ。

～現場改善が利益を生む！～

№２３ 原価管理とコストダウン

コースの
ねらい




